
















































































































































































































































papañcasaṃkhāyā ti bhagavā,  mantā ‘asmī ’ ti sabbam uparundhe）。どんな渇愛も心
の内にあり、それらを取り去るために絶えず〔自己の存在を〕正しく自覚して
いて学修するのがよい」という偈である。その主要部分である b句 mantā asmi
に関しては解釈に相違がみられる5)が、a句の「誤って対象を分別する






























































































































































荒牧典俊 前掲論文 pp.53-62、同「ゴータマ・ブッダの根本思想」『インド仏教 1』（岩
















































































































satiや sataで代表される語根（ smṛ）の用法、（ 2）samāhitaや samādhiに代表
される語根（sam-ā dhā）の用法、（ 3）jhāna（ dhī= dhyai）、cintin（ cint）vicinaṃ
（vi- ci）、saṃkhāya（sam- khyā）の用法、 （ 4）upasama、upasanta、samatha、










































































正 道 は Dhp.190、191、273、Th. 35、166、349、421、595、1115、1259に、（七） 覚 支 は 
Th.161、166、352、437、595、672、725、1114、（五）根、（五）力は Th. 352、437、595、
672、725、1114 などがみられるが、法数だけや、複数形の場合が多い。




































































































































（tibbagāravā）ある」（SN.Ⅰ- 5 - 9、cf. Thī.286cd）と、両者への対応に区別がみられる。
他にも、仏教修行者はブッダを念じよ（anussaretha）、それができなければ教えを念じよ
（sareyyātha）、それができなければ僧伽を念じよ（sareyyātha）、と順位をもって説かれて








吉元信行「六随念の成立過程」『印度学仏教学研究』第18巻 1号 1969.12 pp.177-180。
17)
18)
19)
─ 23 ─
最古層経典にみる sata、satiの意義とその展開
ってみられるようになる。この流れは、六随念からさらには十念へと展開する
ことになる。
　いずれにしても、最古層経典で主として用いられた sataが次第に satiと名詞
形で頻繁に表現されるようになり、その用法も古層経典以降になると四念処、
五根（念根）、五力（念力）、七覚支（念覚支）、八正道（正念）などのように
「自己の存在を正しく自覚する」実践方法を継続されていく一方で、僅かでは
あるが「自己の存在」から対象が異なり、「ブッダ」、「ブッダの教え」や「僧
伽」を心にとどめるという流れが新たにみられようになる。このように古層経
典以降になると、大きくみればこうした二つの系統に分かれていくことがよく
わかる。こうした展開は、これ以降の仏教の流れの大きな軸となっていくので
ある。
─ 24 ─
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